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第９号 

２０２４年５月発行 

一宮市教育委員会学校教育課 

【お問い合わせ先】 

一宮市部活動地域移行検討協議会事務局（一宮市教育委員会 学校教育課内） 

〒491-8501 一宮市本町２丁目５番６号 ＴＥＬ〈0586〉85-7073 

2026 年度スタートを目標とする休日部活動地域移行に向けて、一宮市では休日部活動の在り方を

検証するため「モデル事業」を行っています。今年度は種目が８つとなり、活動初日には市内中学校を

会場とし、総勢３５０人を超える多くの生徒が活動を開始しました!！さらに、新たな種目のスタート

に向けて受入団体と準備を進めています。 

 

 

昨年 12月より、一宮市を中心とする高校６校に分かれ

て活動してきた『吹奏楽日曜組』が、４月７日(日)に集大成

である演奏会を行いました。校種を越えた交流という新し

い試みでしたが、参加生徒たちは高校生から多くの刺激を

受けながら練習を重ねてきました。参加者からは、「楽器を

演奏する技術が身についたことはもちろん、人とのつなが

りやコミュニケーションを大切にすることに気づく機会

となった」との声が聞かれました。 

演奏会では高校生と練習してきた「セドナ」を２グルー

プに分かれて演奏した後、会の最後に中学生・高校生全員

による「宝島」の大合奏を披露しました。演奏が終わった

際には会場は割れんばかりの拍手に包まれました。 
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第６回 ３/２７(水) 開催の報告 

＜報告事項＞ 

・令和５年度いちのみやモデル事業 生徒の事後アンケート結果について 

・小委員会の開催について 

＜協議事項＞ 

・令和６年度いちのみやモデル事業について 

① 民間団体など外部機関によるモデルについて 

② 教職員モデルについて 

・その他 

 ① 人材バンクについて 

 ② 連絡ツールについて 

＜委員より＞ 

・子どもたちだけでなく、指導者も休日部活動地域移行についてよく分からないから、様子をうかがっている状態である。まずは

始めてみて、進める中で問題点を洗い出していくしかないと思う。 

・子どもたちに生涯スポーツの意識を育てていくのであれば、教職員の意識を変えなければいけない。子どもたちが土日の活動

をどう楽しめるかということを焦点に考えていかないといけない。 

・今後、受け皿を増やしていく際に、指導の仕方に制限をかけたり、同じ枠に入れようとしたりすると無理が生じる。既存の団体

が活動する場所に子どもたちが参加する形でもよいのではないかと思う。 

・吹奏楽の活動のように、高校生と一緒に練習を行い、年齢が近いからこそ素直に質問しやすく、悩みが共有できることも多い。

異年齢の人と関わる場の提供も魅力的なものになるかもしれない。 

・令和８年度からの部活動の地域移行をめざして、子どもたちの実態を掴んだり、モデル事業でアンケートを集めたりして、子ど

もたちが困らないように移行をスムーズにしていくという大きな流れを教職員だけでなく、地域の方や保護者の方、一宮市全体

で共有していくことが大切である。 

・一宮市独自の人材バンクを新たに作ることは費用がかかるので、既存のものを上手に使い、その分の時間と費用を使うべきと

ころに使うという考えでよいと思う。 

一宮市部活動地域移行検討協議会 

～一宮市教育委員会学校教育課

ウェブサイトをご覧ください～ 

 

 

 
https://www2.schoolweb.ne.jp/

weblog/index.php?id=2340009 

 

愛知県では、部活動の地域移行・

地域連携に向けた取組として、指導

者を確保するために「あいち地域ク

ラブ活動人材バンク」を設立してい

ます。地域で指導を希望する方と競

技団体とのマッチングを支援する

仕組みで、一宮市も登録をして指導

者を募集しています。登録をしてい

ただいた方には、後日事務局より連

絡させていただきます。 

登録は QR コードより 

お進みください。 

写真は、過去の協議会の様子です。 


